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令和元年度 教育研究開発センター

　各部会部会長・副部会長・部会委員（医学部委員会）名簿

※　任期：平成30年４月１日～平成32年３月31日(２年)

【カリキュラム専門部会】

部会長 村　田　顕　也 (教育研究開発センター長)〈医学部委員会委員長〉
副部会長 柳　川　敏　彦 (保健看護学部長)

廣　田　麻　子 (教養・医学教育大講座 教授)
平　井　秀　一 (教養・医学教育大講座 教授)
森　川　吉　博
改　正　恒　康 (生体調節機構研究部 教授)
山　田　　　源
赤　阪　隆　史 (内科学(4) 教授)
伊　東　秀　文 (神経内科学 教授)
鈴　木　啓　之 (小児科学 教授)
中　尾　直　之 (脳神経外科学 教授)
井　箟　一　彦 (産科婦人科学 教授)
廣　西　昌　也 (紀北分院総合内科学 教授)
上　野　雅　巳 (地域医療支援センター長 教授)
森　　　めぐみ (教育研究開発センター　助教）

学生委員 ２　名　※学生自治会代議員会において毎年度選出する。
濱田　祥生 （医学部4年生）
林　　大貴 （医学部3年生）

【臨床技能教育部会】

部会長 加　藤　正　哉 (救急・集中治療医学 教授)
副部会長 柳　川　敏　彦 (保健看護学部長)

村　田　顕　也 (教育研究開発センター長)
園　村　哲　郎 (放射線医学 教授)
岩　倉　　　浩 (内科学(1) 講師)
久　保　隆　史 (内科学(4) 准教授)
柑　本　康　夫 (泌尿器科学 准教授)
尾　浦　正　二 (外科学(1) 准教授)
水　本　一　弘 (医療安全推進部 准教授)
羽　野　卓　三 (学長特命教員（特別顧問）)　
田　中　才　一 (眼科学 講師)

山　田　　　源 (遺伝子制御学研究部 教授)〈CBT実施責任者〉
森　　　めぐみ
村　田　顕　也 (教育研究開発センター長)
竹　下　達　也 (公衆衛生学 教授)
西　尾　真智子 (微生物学 教授)
山　本　景　一 (医療情報部 准教授)
田　中　　　篤 (内科学(4) 准教授)
中　西　正　典 (内科学(3) 准教授)
鵜　飼　　　聡 (神経精神医学 教授)
西　　　理　宏 (病態栄養治療部 准教授)
南　　　佐和子 (総合周産期母子医療センター 准教授)

(教育研究開発センター　助教）〈OSCE実施委員〉

赤字：新任

(解剖学(2) 教授)

(遺伝子制御学研究部 教授)

〈医学部委員会委員長・OSCE実施責任者〉

　◎OSCE実施委員

　◎CBT実施委員
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【ＦＤ部会】

部会長 柳　川　敏　彦 (保健看護学部長)
副部会長 村　田　顕　也 (教育研究開発センター長)

山　田　　　源 (学生部長)
廣　田　麻　子 (教養・医学教育大講座 教授)
井　原　義　人 (生化学 教授)
藤　井　隆　夫 (リウマチ・膠原病科学 教授)
森　　　めぐみ (教育研究開発センター　助教）

【入試制度検討部会】

部会長 柳　川　敏　彦 (保健看護学部長)
副部会長 近　藤　稔　和 (法医学 教授)〈医学部委員会委員長〉

村　田　顕　也 (教育研究開発センター長)
平　井　秀　一 (教養・医学教育大講座 教授)
金　桶　吉　起 (生理学(1) 教授)
村　垣　泰　光 (病理学 教授)
竹　下　達　也 (公衆衛生学 教授)
北　野　雅　之 (内科学(2) 教授)
山　本　信　之 (内科学(3) 教授)
森　　　めぐみ (教育研究開発センター　助教）

【教育評価部会】

部会長 村　田　顕　也 (教育研究開発センター長) 〈医学部委員会委員長〉
副部会長 柳　川　敏　彦 (保健看護学部長)

羽　野　卓　三 (学長特命教員（特別顧問）)　
平　井　秀　一 (教養・医学教育大講座 教授)
茂　里　　　康 (教養・医学教育大講座 教授)
井　原　義　人 (生化学　教授)
改　正　恒　康 (生体調節機構研究部　教授)
山　本　信　之 (内科学(3) 教授)
伊　東　秀　文 (神経内科学 教授)
森　　　めぐみ (教育研究開発センター　助教）
藤　本　眞　一 (奈良県立医科大学教育開発センター 教授)

学生委員 １　名　※学生自治会代議員会において毎年度選出する。
濱田　祥生 （医学部4年生）

【自己評価委員会】

委員長 村　垣　泰　光 (医学部長)
柳　川　敏　彦 (保健看護学部長)　
太　田　　　茂 (参事（薬学部長予定者）)　
平　井　秀　一 (入試・教育センター長)
山　上　裕　機 (病院長)
山　田　　　源 (学生部長)
森　　　めぐみ (教育研究開発センター　助教）
藤　本　眞　一 (奈良県立医科大学教育開発センター教授)
大　江　嘉　幸 (前和歌山市教育委員会教育長)

【運営委員会】

委員長 教育研究開発センター長
教育研究開発センター 副センター長
医学部長
保健看護学部長　
参事（薬学部長予定者）
学生部長
入試・教育センター長
事務局長



役　職 氏　　名 備　　考

学　　長 宮下　和久 理事長

２号委員 幸前　裕之 副理事長

３号委員 稲葉　信 事務局長

５号委員 村垣　泰光 医学部長

５号委員 柳川　敏彦 保健看護学部長

６号委員 山上　裕機 附属病院長

６号委員 雑賀　司珠也 産官学連携推進本部長

６号委員 山田　源 学生部長

６号委員 平井　秀一 入試・教育センター長

６号委員 森岡　郁晴 図書館長

６号委員 上野　雅巳 地域・国際貢献推進本部長

７号委員 森川　吉博 解剖学第2講座教授

７号委員 岩村　龍子 保健看護学部教授

７号委員 鈴木　啓之 小児科学講座教授

８号委員 足立　基浩 学外委員（和歌山大学教授）

令和元年度教育研究審議会委員
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※サンプル
　　　　　　　ケアマインド教育1年生講義　コアカリ対応表
№ 項　　　　　目 担　　当　　科 担当 コアカリキュラム 番号

1 オリエンテーション
教育研究開発セ
ンター

村田 A-1-1 ②

A-1-2 ②③④

2 障害者スポーツ講演（患者）
教育研究開発セ
ンター

村田 A-1-2 ②③④

A-4-1 ③

3 障害者スポーツグループワーク
教育研究開発セ
ンター

村田 A-2-1 ①②③④

4 障害者スポーツ学生発表
教育研究開発セ
ンター

村田 A-2-1 ①②③④

（以下、略）

A 医師として求められる基本的な資質・能力

A-1 プロフェッショナリズム 

医学教育モデル・コア・カリキュラム　平成28年度改訂版　（抜粋版）
文部科学省<http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/033-2/toushin/1383962.htm>

大学教育における位置付け
○モデル・コア・カリキュラムの整理
　 モデル・コア・カリキュラムは、各大学が策定する「カリキュラム」のうち、全大学で共通 して取り組むべき「コア」の部分を抽出
し、「モデル」として体系的に整理したものである。 このため、従来どおり、各大学における具体的な医学教育は、学修時間数の
３分の２程度を目安にモデル・コア・カリキュラムを参考とし、授業科目等の設定、教育手法や履修順序等 残りの３分の１程度
の内容は各大学が自主的に編成するものとする。この際、卒前の研究室配属などの学生時代から医学研究への志向を涵養す
る教育や、医療関係者以外の方の声を聴くなどの授業方法の工夫など、各大学において特色ある取組や授業内容の改善に加
え、これらの実現に向けた教(職)員の教育能力の向上を進めることが望まれる。こうした取組の実行可能性を高めるために、基
本的にはモデル・コア・カリキュラムをスリム化する方向で整理をしたが、合わせて、医学や医療の進歩に伴う知識や技能につい
て、全てを卒前教育において修得することを目指すものではなく、生涯をかけて修得していくことを前提に、卒前教育で行うべき
ものを精査する必要があることも強調しておく。

改訂医学教育モデル・コア・カリキュラムの考え方（抄）

②患者やその家族のもつ価値観や社会的背景が多様であり得ることを認識し、そのいずれにも柔軟に対応できる。

③医師が患者に最も適した医療を勧めなければならない理由を説明できる。

④医師には能力と環境により診断と治療の限界があることを説明できる。

⑤医師の法的義務を列挙し、例示できる。

①リスボン宣言等に示された患者の基本的権利を説明できる。

②患者の自己決定権の意義を説明できる。

③選択肢が多様な場合でも適切に説明を行い患者の価値観を理解して、患者の自己決定を支援する。

④インフォームド・コンセントとインフォームド・アセントの意義と必要性を説明できる

A-1-3) 医師としての責務と裁量権

①診療参加型臨床実習において患者やその家族と信頼関係を築くことができる。

A-1-1) 医の倫理と生命倫理

①医学・医療の歴史的な流れとその意味を概説できる。

②臨床倫理や生と死に関わる倫理的問題を概説できる。

③ヒポクラテスの誓い、ジュネーブ宣言、医師の職業倫理指針、医師憲章等医療の倫理に関する規範を概説できる。

A-1-2) 患者中心の視点

今年度の講義内容がコア・カリキュラムのどの部分に該当す

るかチェックを行う 
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基礎配属報告会について（概要） 

 

■ 概要 
⽇ 時：令和２年 1 ⽉ 1７⽇（⾦） 8:45〜16:50 

              ※採点機の操作確認を⾏いたいので、8:40 には着席をお願いします。 
              ※詳細スケジュール、座席表は別紙参照 

場 所：講堂 
対 象：3 年⽣（発表） 2 年⽣（聴講） 
座⻑教室：解剖学第⼀講座、分⼦遺伝学講座及び衛⽣学講座  

 
■ 発表 

発表時間：発表 ５分 質疑応答２分 ⼊替１分 
※当⽇は、タイムキーパーが、経過時間をお知らせ。 

（４分（発表時間残り１分）、５分及び７分経過時） 
※時間が押さないように、発表が５分で収まるようご指導ください。 

     発表の流れ：①前ｸﾞﾙｰﾌﾟの発表者が登壇したら、次発表者席に座る。   
②前ｸﾞﾙｰﾌﾟの発表が終わったら、速やかに舞台向かって左の階段から登壇し、 

演題に置いてあるﾊﾟｿｺﾝで、⾃ｸﾞﾙｰﾌﾟの発表スライドを開き、発表を始める。
     ③発表が終わったら、⾃グループの発表スライドを閉じ、速やかに降壇し、⾃分の席      

に戻る。   
              ※報告会開始時や休憩後、先頭及び２番⽬に発表するグループは、開始時

間に舞台上・次発表者席にそれぞれ控えておく。   
 
■ 採点 

採 点 者：基礎配属の指導教員（各所属１名） １９名 
教育研究開発センター⻑  
学⽣（発表グループ単位で採点） 

※ただし、⾃グループ及び⾃分と同じ配属先のグループは採点しない。 
     採点⽅法：クリッカーを利⽤して採点。  

採点ルール：①５点満点（１点〜５点の間）で採点する。 
        ②⾃教室のグループ発表は採点しない。 
        ③各教室にクリッカーを１つ配付。各教室代表者が採点する。 
        ④採点は、１つの発表が終わるごとに⾏う。  
          ※代表者を交代する等は、各教室にお任せします。 

              ※採点機（クリッカー）による集計作業の都合上、各所属の採点者は指定され
た座席にご着席ください。（解剖学１の採点者→A の座席に座る。当⽇は座
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席の⼿すりにアルファベットを記載した紙を貼っておきます） 
              ※採点機（クリッカー）の使⽤⽅法は別紙を参照ください。 
 
■ 抄録   

学内向けページからダウンロードをお願いします。 
 ※ＵＲＬ：http://www1.wakayama-med.ac.jp/index_sonota.html 
         （学内向けメニュー＞その他＞基礎配属報告会） 

 
■ 発表スライドの提出 
    提出：Microsoft PowerPoint で作成すること。 
        （ファイルのタイトルは、「（所属教室名）（演題名）スライド」としてください。） 

締切⽇：令和２年１⽉９⽇（⽊）16:00 
    提出先メールアドレス：k-center@wakayama-med.ac.jp 
    ※ 当⽇の PC 等環境  
        OS（Windows10） 

画⾯⽐率（16:9 での作成を推奨。4:3 でも表⽰されます。） 
使⽤ソフトウェア（Microsoft PowerPoint 2019） 

◎⽂字化け等起こらないか、同様の環境等で動作確認しておいてください。 
（特に、別の OS 環境やソフトで作成する場合は注意してください。） 

    ※ ⾳声・動画を使⽤する場合は、事前の動作確認を必須とします。上記メールアドレスにその旨
連絡してください。 

    ※ 成果物として、抄録と発表スライドを冊⼦にします。発表後、スライドを修正する場合は、２⽉
１２⽇（⽔）までに差替版を提出してください。 

 
■ 表彰 

優秀賞 ５グループ程度  賞状 記念品 
 
■ その他 
     当⽇、学⽣は体調不良等で⽋席する場合、配属先教室、学⽣課、同じグループの学⽣に必ず 

連絡を⼊れる。 
 
 



学生通知(４年生) 

 

 

 

『特別講義』の実施について 

 

 

 下記のとおり、特別講義を行いますので、お

知らせします。 

 

 

記  

 

 

 ■日時：令和元年１０月１１日(金) ４限 

  

 ■開会挨拶：和歌山県医師会 理事 榎本 多津子 

 

 ■講演：「医学生のためのキャリア入門 

           ～自分の未来をデザインしよう～」 

 ■演者：広島大学医学部附属医学教育センター 

      教授・副センター長 蓮沼 直子 

         

 

令和元年 ７月２６日 

 

             学 生 課 
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学生通知(４年生) 

 

 

 

『特別講義』の実施について 

 

 

 下記のとおり、特別講義を行いますので、お

知らせします。 

 

 

記  

 

 

 ■日時：令和元年１０月１８日(金)４・５限 

  

 ■講師：和歌山ろうさい病院 

救急科部長 岩﨑 安博 

  

 ■テーマ：和歌山県における災害対策と 

      医療について 

       

      

           令和元年９月２６日 

              学 生 課 

 

 



【2019年度ケアマインド教育スケジュール】

テーマ 講師
2019年度
担当教員

4月16日

4月23日 医学入門 －

4月30日

5月7日

5月14日 予備日

5月21日
オリエンテーション
脊髄損傷（１コマ）

5月28日 WG － 村田先生

6月4日
医療人類学(和歌山の人々の
暮らし)

近畿大学教授　藤井弘章先生 山口先生

6月11日 がん 柳川先生

6月18日 脊髄損傷発表
村田先生
森先生

6月25日 小児医療 森ノ宮医療大学　伊藤直子先生 山口先生

7月2日 医療ネグレクト＋WG 柳川先生

7月9日 医療人類学 山口先生

8月27日

9月3日 予備日

9月10日

9月17日

9月24日

10月1日 チーム医療 水越先生

10月8日 視覚障がい 柳川先生

10月15日 医療人類学WG１ 山口先生

10月22日

10月29日 医療人類学WG２ 山口先生

11月5日 医療人類学発表 山口先生

11月12日 ALS
村田先生
竹山先生

11月19日 ダウン症 宮本鍼灸指圧院　宮本敏企　様 村田先生

11月26日 薬害（B型肝炎） 全国B型肝炎訴訟原告団・弁護団 村田先生

12月3日 ALS･B肝･ダウン症WG 村田先生

12月10日 ALS･B肝･ダウン症発表 村田先生

村田先生

医学部：（健康診断）、保健看護学部：早期体験実習

祝日

TOEFLｰITP(医学部）

医学部：医学入門、保健看護学部：試験期間

祝日

医学部：（医学入門）、保健看護学部：夏期休暇

医学部：試験期間、保健看護学部：補講期間

医学部：試験期間、保健看護学部：試験期間
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〈３年生実施〉 資料０９
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平成３１年度(２０１９年度）　６年次選択ポリクリ（院外）　　受入人数一覧

施設名 診療科名
2019年

2/18～3/8
（3週間）

2019年
3/11～3/29
（3週間）

2019年
4/8～4/26
（3週間）

2019年
5/20～6/7
（3週間）

2019年
6/10～6/28
（3週間）

2019年
7/1～7/19
（3週間）

総合診療科
4人 4人 4人 4人 4人 4人

整形外科・脳外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

こころの医療センター 精神科
0人 0人 0人 0人 4人 0人

和歌山病院 呼吸器内科
2人 2人 2人 2人 2人 0人

循環器内科
0人 0人 0人 1人 1人 0人

産婦人科
0人 0人 0人 1人 1人 1人

呼吸器内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

整形外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

乳腺呼吸器外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

脳神経外科
1人 0人 1人 1人 1人 0人

歯科口腔外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

総合内科
0人 0人 0人 3人 3人 3人

内科
2人 0人 2人 0人 2人 0人

外科
0人 0人 0人 1人 0人 0人

呼吸器内科
0人 0人 1人 1人 1人 1人

呼吸器外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

整形外科学
2人 0人 0人 2人 2人 2人

腎臓内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

耳鼻咽喉科
0人 0人 0人 1人 0人 0人

麻酔科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

整形外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

産婦人科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

耳鼻咽喉科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

内科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

呼吸器内科
0人 1人 0人 0人 1人 1人

消化器内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

血液内科
1人 0人 0人 0人 1人 0人

神経内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

循環器内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

糖尿病・代謝内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

循環器内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

消化器内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

整形外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

脳神経外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

心臓血管外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

消化器外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

希望する診療科・期間に名前を記入してください。（締切１１月１３日（火））

紀北分院

公立那賀病院

橋本市民病院

済生会和歌山病院

和歌山労災病院

※受入可能人数について
は、診療科に係らず、最
大合計8名まで。
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平成３１年度(２０１９年度）　６年次選択ポリクリ（院外）　　受入人数一覧

施設名 診療科名
2019年

2/18～3/8
（3週間）

2019年
3/11～3/29
（3週間）

2019年
4/8～4/26
（3週間）

2019年
5/20～6/7
（3週間）

2019年
6/10～6/28
（3週間）

2019年
7/1～7/19
（3週間）

希望する診療科・期間に名前を記入してください。（締切１１月１３日（火））

整形外科
1人 0人 1人 1人 1人 0人

内科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

皮膚科
0人 0人 0人 1人 1人 1人

外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

泋尿器科
1人 0人 1人 1人 1人 1人

婦人科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

整形外科
4人 4人 4人 4人 4人 4人

内科
3人 3人 3人 3人 3人 3人

泋尿器科
0人 0人 0人 0人 1人 0人

外科
1人 0人 1人 0人 1人 0人

済生会有田病院 受け入れ不可

産婦人科
0人 2人 0人 0人 0人 2人

循環器内科
2人 0人 2人 0人 2人 0人

第一内科（消化器）
2人 0人 0人 2人 0人 0人

第二内科（内分泋）
0人 0人 0人 0人 2人 2人

内科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

循環器科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

脳神経外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

整形外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

胸部・心臓血管外科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

救命救急科
2人 2人 2人 2人 2人 2人

内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

循環器科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

心臓血管外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

外科
1人 1人 0人 0人 0人 0人

国保すさみ病院 総合診療（内科・外科）
1人 0人 0人 0人 1人 0人

整形外科
0人 1人 1人 1人 0人 1人

内科
0人 0人 0人 2人 2人 2人

リハビリテーション科
0人 0人 0人 1人 1人 1人

内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

神経内科
1人 1人 1人 0人 1人 1人

循環器内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

脳神経外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

整形外科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

腎臓内科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

小児科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

産婦人科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

外科
0人 0人 0人 1人 1人 1人

泋尿器科
1人 1人 1人 1人 1人 1人

海南医療センター

1クール最大６名（男３、
女３）で調整要。

有田市立病院

国保日高総合病院

南和歌山医療センター

※宿泊施設を利用する場
合は、１人部屋×２、４
人部屋×１の最大６名ま
でとなっている為、、男
女の人数調整要。

那智勝浦温泉病院

紀南病院

新宮市立医療センター



基礎医学英語 < P M >  
 

オーガナイザー  

教養・医学教育大講座 英語 教授 廣田麻子  

 

教  員  名  

教養・医学教育大講座 英語 教授 廣田麻子  

耳鼻咽喉科学講座 准教授 グンデゥズ・メーメット  

非常勤講師 勝又泰洋  

耳鼻咽喉科学講座 グンデゥズ・エスラ  

遺伝子制御学研究部 Alvin Acebedo 

大森千尋  

 

Ⅰ 一般学習目標  

  一般学術目的の英語力を磨き、習熟する。基礎的な一般学術英語を深く正確に読むこと、聞いて理解す

ること、医学論文執筆の基礎、発表の仕方の基礎を習得する。   

 

Ⅱ 個別学習目標  

１．基礎的な一般学術英語を正しく理解する  

２．基礎的な医療関連の記事の内容を理解する  

３．基礎的な医学論文の内容を理解する  

４．医療に関わる表現を聞いて理解する  

５．基礎的な学術目的のディスカッションをする  

６．医学論文の書き方の基礎を学ぶ  

７．学術英語語彙の語源を理解する  

８．学術英語語彙の語源の習得のためのラテン語とギリシア語の文法を理解する  

９．基礎的な国際保健の現場を知る  

10．基礎的な医療トピックを踏まえた実用英語に触れる  

 

Ⅲ 教育内容  

・  基礎的な総合医学英語を教授する（廣田麻子 11月12日火曜５限、11月19日火曜５限、11月26日火曜５

限、12月3日火曜５限、12月10日火曜4・5限、12月17日火曜4・5限）  

・  臨床の場で使われる基礎的な英語の語彙を教授する（グンデゥズ・メーメット 12月3日火曜4限）  

・ ギリシア語・ラテン語に触れながら、学術英語語彙の語源を教授する （勝又泰洋 11月1日金曜4・5

限、11月8日金曜4・5限、11月15日金曜4・5限、11月22日金曜4・5限、11月29日金曜4・5限）  

・ 臨床の場で使われる英語の口語表現について教授する（グンデゥズ・エスラ＆廣田麻子 11月26日火曜

4限）  

・ 最新の発生医学研究を踏まえたPractical Medical English Lesson を教授する （Alvin Acebedo＆廣田麻

子 11月12日火曜4限）  

・ 国際保健の現場の様子を教授する （大森千尋＆廣田麻子 11月19日火曜4限）  

 

Ⅳ 学習および教育方法  

辞書を引いて予習することが必要である。  

 

Ⅴ 評価の方法  

  授業内試験８０%、提出物２０%で評価する。3分の２以上の出席が必須である。  

 

Ⅵ   教科書・推薦する参考書  

  教科書：『講義録  医学英語Ⅱ  科学英語への扉』（メジカルビュー社）  

参考書：吉田和彦『語源で覚える医学英語辞典』（東京：メジカルビュー社、1995 年） 

平井美津子『語源で学ぶメディカル・イングリッシュ 550』（東京：南雲堂、2011 年） 

〈２年生実施〉
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1 

 

 令和元年度第１回 

教育研究開発センターカリキュラム専門部会(医学部委員会)議事録〈抜粋〉 
 
                          ■ 日 時：令和元年６月１３日（木）１８：００～ 

 

 

<<議 題>> 

１ 臨床実習について 

《事務局から、資料に基づき説明。》 

 

（村田委員） 

 今の現５年生に関しては、冬休みの期間が短いので週数を増やして欲しいという学生委員か

らの要望があり、夏休みを５週から４週にし、冬休みを２週から３週にしました。上の学年で

そういった議論があったが、今回来てくれている学生委員の皆さんにも意見を伺いたい。先ほ

どの説明の補足で、選択実習１８週とあるが、これは６クールで院内の外科・内科、院外の外

科の内科を回るが、院外は最大３クールまでしか回ることができない。また、春休みも西医体

の関係により、春休みを３週としている。学生委員の皆さんの意見はどうですか。 

（事務局） 

 以前は５年生と６年生の間に１週休みを入れていたが、今は、５年生と６年生のポリクリと

選択ポリクリの間に休みを入れずに引き続き行い、３月の２３日と３０日の週を春休みとして

います。 

（学生委員） 

 昨年度は、学生の意見を反映して冬休みを増やしているというのを考えて、夏休みを４週に

して、冬休みを３週にさせていただければと思います。 

（村田委員） 

 ということは、昨年度の意見と同じですね。 

（学生委員） 

 個人の意見になってしまいますが、休みは２週連続になる方がありがたいです。昨年度と同

じで大丈夫です。 

（事務局） 

 それでは、５年生と６年生のポリクリを続けてということで良いですか。 

（学生委員） 

 それで大丈夫です。 
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１ 日 時 ◆本試験 １日目 令和元年７月２４日（水） ９：００～１７：３３ 

           ２日目 令和元年７月２５日（木） ９：００～１２：３３ 

      ◆再試験 令和元年８月 ５日（月）  

 

２ 場 所 ◆実施会場： OSCE研修室(高度医療人育成センター４Ｆ) 

             

３ 受験者 ◆医学部６年生 １０２名 （追・再試験は該当学生のみ）  

臨床実習後客観的臨床能力試験(Post-CC OSCE)実施計画 

資料14



 

資料15



レスポンス・アナライザー（クリッカー）利用状況

2019年4月13日 研究会 皮膚科学講座 神人先生

2019年6月6日 神経内科学 脳神経内科学講座 石口先生

2020年1月17日 基礎配属報告会 教育研究開発センター 村田先生
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H31.3
担任制について

担任制の概要

１ 対象学年は１年生・２年生とする。

２ １年生は教養、２年生は基礎系の教員を担任とする。

３ 教員一人当たりの学生数を原則として１０名未満とする。

４ 留年生は教務学生委員会委員を担任とする。

５ 担任の役割は以下のとおりとする。

（１）修学面、生活面（経済的なものを含む）、健康面の相談窓口となる。

（２）学生の修学、生活、健康上の状況を把握し、学生部長に報告する。

（３）欠席が多い学生と面談を行う。

（４）成績不振者と面談を行う。
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教務室 非常勤講師控室
女　子

ロッカー室
男　子

ロッカー室

玄　関

講義室１
（大学院修士）

EV

玄関ホール
準備室１
（病理学）

準備室２
(解剖学)

女子トイレ

１階 男子トイレ

教育研究開発
センター

実習室１
（解剖・病理）

倉庫

→実習棟

準備室３
（生理２）

実習室３
（生理・薬理）

実習室４
（生理・薬理）

実習室５
（生理・薬理）

実習室６
（生理・薬理）

実習室７
（生理・薬理）

準備室４
（薬理）

学生
相談室

女子トイレ

実習室２
（生化学・微生物等）

準備室６
２階 男子トイレ

準備室５ （生化学等）

（微生物）

前室
（更衣室）倉庫

EV

→実習棟

医学部
学生自
治会室

ｾﾞﾐ室
１

ｾﾞﾐ室
２

ｾﾞﾐ室
３

ｾﾞﾐ室
４

ｾﾞﾐ室
５

ｾﾞﾐ室
６

ｾﾞﾐ室
７

ｾﾞﾐ室
８

がんﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ
ﾜｸﾁﾝ治療
学講座

がん緩和
医療専門医
養成セン
ター

教養
教員
控室

大学院
研究室
（修士）

基　礎　教　育　棟

女子トイレ

講義室２
（３年生）

講義室３
（２年生）

３階 男子トイレ

EV
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教授 准教授 講師 助教

313 44 42 89 138

男 269 43 38 78 110

女 44 1 4 11 28

女性の比率 14.1%

教授 准教授 講師 助教

352 50 57 89 156

男 295 48 47 78 122

女 57 2 10 11 34

女性の比率 16.2%

医学部

平成31年4月1日

所　　　　　属 現員
現員の内訳

医学部

医学部教員男女別人数（平成27年度・令和元年度）

平成27年4月1日

所　　　　　属 現員
現員の内訳
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和歌山県立医科大学教員選考規程 

 

 

                     制  定  昭和 47年１月 25日和医大規程第 １ 号 

                            最終改正  平成 27年６月 ５ 日和医大規程第  23 号 

 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、和歌山県立医科大学（以下「本学」という。）における教授、准教授、専任の講師、

及び助教（以下「教員」という。）の選考について必要な事項を定めるものとする。 

 

 （選考） 

第２条 教員の選考は、次の各号のいずれかに該当する場合に行う。 

 (1) 教員が定年又は任期満了により退職し、後任を採用する必要が生じたとき。 

 (2) 教員からの退職の申出を理事長が受理し、後任を採用する必要が生じたとき。 

 (3) 教員の増員又は上位職への振替えの必要が生じたとき。 

 (4) その他教員が欠員となり後任を採用する必要が生じたとき。 

 

  （教授の資格） 

第３条 教授となることができる者は、次の各号のいずれかに該当し、教育研究上の能力があると認めら

れる者とする。 

 (1) 博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有し、研究上の業績を有す

る者 

 (2) 研究上の業績が前号の者に準ずると認められる者 

 (3) 学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位（外国において授与され

たこれに相当する学位を含む。）を有し、当該専門職学位の専攻分野に関する実務上の業績を有する

者 

 (4) 大学において教授の経歴のある者 

 (5) 大学において准教授の経歴があり、教育研究上の業績があると認められる者 

 (6) 芸術、体育等について、特殊の技能に秀で、教育の経歴がある者 

 (7) 専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有すると認められる者 

 

 （准教授の資格） 

第４条 准教授となることができる者は、次の各号のいずれかに該当し、教育研究上の能力があると認め

られる者とする。 

 (1) 前条に規定する教授となることができる者 

 (2) 大学において准教授又は専任の講師の経歴がある者 

 (3) 大学において３年以上助教又はこれに準ずる職員としての経歴がある者 

 (4) 修士の学位又は学位規則第５条の２に規定する専門職学位（外国において授与されたこれらに相当

する学位を含む。）を有する者 

 (5) 研究所、試験所、調査所等に５年以上在職し、研究上の業績があると認められる者 

 (6) 専攻分野について、優れた知識及び経験を有すると認められる者 

 

 （専任の講師の資格） 

第５条 専任の講師となることができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 第３条又は前条に規定する教授又は准教授となることのできる者 

 (2) その他特殊な専攻分野について、教育研究上の能力を有すると認められる者 
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 （助教の資格） 

第６条 助教となることができる者は、次の各号のいずれかに該当し、教育研究上の能力があると認めら

れる者とする。 

 (1) 第３条各号又は第４条各号のいずれかに該当する者 

 (2) 修業年限を６年又は４年とする大学を卒業した者で、専攻分野について、十分な知識及び経験を有

すると認められる者 

 

 （選考の方法） 

第７条 教員の選考方法については、教育研究審議会において別に定める。 

 

 （規程の改正） 

第８条 この規程の改正は、教育研究審議会の審議を経て学長がこれを行う。 

 

 （補則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

 

 

   附 則 

 １ この規程は、昭和 47年１月 25日から施行する。 

 ２ 和歌山県立医科大学教員選考基準に関する規程（昭和 24 年和歌山県立医科大学規程第 27 号）は、

廃止する。 

   附 則（平成 16年４月１日和医大規程第 78号） 

 この規程は、平成 16年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 19年４月１日和医大規程第 83号） 

 この規程は、平成 19年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 21年６月 23日和医大規程第 29号） 

１ この規程は、平成 21年６月 23日から施行する。 

２ 保健看護学部については、当分の間、第６条各号に定めるもののほか、修業年限を３年とする大学等

を卒業した者で、専攻分野について十分な知識と経験を有すると認められる者を助教の資格とすること

ができる。 

   附 則 

 この規程は平成 27年６月５日から施行し、改正後の和歌山県立医科大学教員選考規程の規定は、同年４

月１日から適用する。 

 



資料２２
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　＜＜令和元年度　教育研究開発センター　事業実績＞＞

ＦＤ研修会（医学部）開催実績

実 施 年 月 日

①テーマ：共用試験（OSCE・CBT）について

②講　師：教育研究開発センター
　センター長　村田　顕也 令和元年7月2日(火)

③参加者：教員 40名

①テーマ：医学教育モデル・コア・カリキュラムに基づ
く本学カリキュラムの分析について（社会科
学系）

②講　師：教育研究開発センター
　センター長　村田　顕也 令和元年7月31日(水)

③参加者：教員 22名

①テーマ：共用試験OSCE（Pre-CC OSCE・Post-CC
OSCE）について

②講　師：教育研究開発センター
　センター長　村田　顕也 令和2年2月28日(金)

③参加者：教員 27名

①テーマ：本年度卒業試験の概要について

②講　師：教育研究開発センター
　センター長　村田　顕也 令和2年3月25日(水)

③参加者：教員 30名

内　　　　　　　　容

第１回

第２回

第３回

第４回

資料24



 

資料25



資料26









スキルスラボ職員　名簿 平成３１年４月１日現在

看護師 １名

臨時職員 １名
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教育研究開発部門 教養教育部門 

部門長 
（センター長兼務） 

  部門長 
 （教養担当教授） 
 ※センター長指名 

  副部門長 
（本学専任教員） 
※部門長指名 

  副部門長 
（教養担当教員） 
※部門長指名 

1． 医学部および保健看護学部の教養教育に係る企画、 

    立案及び実施 

2． 医学部および保健看護学部の教養カリキュラムに実施体制 

      及び 講義・講師の調整 

3. その他部門の目的を達成するための事項 

教養教育検討委員会 

副センター長（各学部専任教員） 

カリキュラム専門部会：  カリキュラムの実施体制 
               カリキュラム編成・改善、開発 
                                            カリキュラム全般、その他 

臨床技能教育部会： 臨床技能教育の方針及び研究 
              臨床技能教育全般、その他                

教育評価部会： 大学教育の評価方法の研究 
           学生の評価方法の研究 
           教員の授業評価、その他 

FD部会： 授業内容・方法の改善及び開発 
       セミナー、講習会及び教員研修の企画・実施 
      授業改善全般、その他 

部門長（委員長）、 副部門長（副委員長）、 

部門を組織する教授 

医学部長、保健看護学部長、教育研究開発センター長 

その他部門長が必要と認めた者 

 

センター長（専任教授） 

教育研究開発センター 

1．教務 2．カリキュラム 3．分析・評価 

教育研究開発部門部会 

運営委員会 自己評価委員会 
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令和元年　 月 　日

教育研究開発センター長 様
　(学生課扱い)

授業評価に係る改善計画等について（回答）

○　所　　属：

○　職 氏 名：

○　担当科目：

※　評点が低い項目や前回と比して著しく低い項目がある場合、該当項目欄に「改善計画」
　を御記入願います。
※　「全般」欄には評点に関係なく、すべての教員において「目標等」を御記入願います。

全　般

改善計画・
目標等

質問項目１

改善計画等

質問項目２

改善計画等

質問項目３

改善計画等

質問項目４

改善計画等

質問項目５

改善計画等

全体を通して（下記項目以外）

授業の開始時間に対し散漫でなく、授業内容に対して時間配分は適切でしたか？

授業はわかりやすかったですか?

授業の内容に興味を持つことができましたか？

授業の内容が教育要項に準拠していましたか？

授業の構成、内容は十分準備されていましたか？

講  義  
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○  学生による授業評価について  

 
 教育内容の充実や教授法の改善に役立てるため、学生による授業評価を実施する。担当教員の授業
について学生側からの評価をアンケート方式により行う。 
 
 １．評価対象 
      ３コマ以上の講義を担当する教員（教授、准教授、講師、非常勤講師、助教） 
 
 ２．評価項目 
      下記「授業評価アンケート」参照 
 
 ３．実施方法・時期 
   担当教員の最終授業の終了後及び実習、試験の終了後 
   アンケート用紙の配布・回収・集計等については別途定める。 
 
 ４．活用方法 
   授業担当教員へ評価をフィードバックして、次年度以降の授業の改善に役立てる。 
 
 ５．通知・閲覧・公表 
   学生課において、集計結果を保管するとともに、集計終了後、速やかに担当教員に通知する。 
      授業評価については、医学部長、学生部長、入試教育センター長、教育研究開発センター長が  

  総括を行い、公表する。全教員の個別の結果は学内ホームページに掲載する。  

 
 ６．その他 
   各教員の講義に関する評価の他、実習（臨床実習を含む）及び試験についても評価する。  

教員の評価、ベストティーチャー賞にも反映することから、必ず入力又は記入すること。 
 
  ※評価アンケートの実施方法・内容については、教育研究開発センター教育評価部会において   

検討し、改訂することがある。 
 
 
 

 

  授業評価アンケート                                  

 
 

  教科           担当教員氏名             

 
  設問１～５について当てはまるところにレをしてください。   
 
                         （まったく思わない← -------------→とても思う） 
１  授業の開始時間に対し散漫で無く、授業内容に          ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 

対しての時間配分は適切であった。        
２ 授業の構成、内容は十分準備されていた。       ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 

 ３ 授業は分かりやすかった。                         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
４  授業の内容に興味を持つことができた。        ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
５  授業の内容が教育要項に準拠していた。        ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 
６  その他、意見があれば自由に記載してください。 
 

 ※教員の評価、ベストティーチャー賞にも反映することから、必ず入力してください。  
※このアンケートは授業の改善、大学評価の資料とする場合があります。  
 

 

削除→  
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H29 教育要項p14～16抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

  実験・実習評価アンケート                    

 

  実習科目名            

 
 
 設問１～17については当てはまるところにレをしてください。 
 
                          （まったく思わない← -----------→とても思う） 
 １ 実験・実習の必要性や位置づけが明確であった。         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□                           
 ２ 実験・実習内容の分量は適切であった。                     ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ３ 実験・実習のレベルは適切であった。                       ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ４ 実験・実習で取り上げられた事柄は興味ある内容であった。     ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□  
 ５  この実験・実習で学んだことは今後役に立つ。          ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ６ 教員の熱意や意欲を感じた。                              ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ７ 説明の仕方は分かりやすかった。                         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ８ 実験・実習を行ううえで、人数・グループ分けは適切であった。 ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□  
 ９ 実験・実習に必要な設備･器具は整っていた。               ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 10 実験・実習上の注意事項について十分な説明があった。      ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 11 学生からの質問に対して適切な指導があった。             ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 12 提出したレポート・スケッチに対する指導は十分であった。     ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 13 実験・実習を受講するうえで、実習テキスト（プリント含む）  ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
   は役に立った。 
                                     

 14 この実験・実習に積極的に参加できた。            ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 15 原理や操作手順を十分に理解して実験・実習に臨むことが    ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 

できた。                      
 16 レポート・スケッチを自分自身で作成できた。         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□  
 17 実験・実習の内容を理解できた。                     ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 
 18 この実験・実習について、改善してもらいたい点を含め、長所･ 
   短所等を自由に記載（マークシート裏面に記載）してください。 

                                   

 ※教員の評価、ベストティーチャー賞にも反映することから、必ず記入してください。  
※このアンケートは授業の改善、大学評価の資料とする場合があります。  
 

 



H29 教育要項p14～16抜粋 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 臨床実習評価アンケート  

 
 診療科           
 

設問１～16については当てはまるところにレをしてください。                   
        
 A.指導医について            （まったく思わない← -----------→とても思う） 
 １  指導医と討論する時間が充分にあった。            ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
２  親切に接してくれた。                            ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 

 ３  問題点を見つけるよう適切に指導してくれた。       ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
４  時間を厳守するよう適切に指導してくれた。         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 

 ５  実習中の最終目標を明確に示してくれた。          ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ６  毎日の目標を示してくれた。                ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ７  医学的知識について適切に指導してくれた。         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ８  医学的技能について適切に指導してくれた。         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 ９  知識・技能について誤りがあった場合、注意や       ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
   指導をしてくれた。 
 
 B.セミナーについて（行われなかった場合は記入不要です。） 
 10  よく準備された教材を使用してくれた。               ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 11  病態との関連について適切に説明してくれた。         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 
 C.自己評価                                     
 12  知識が増えた。                         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 13  基本的技能ができるようになった。           ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 14  診断・治療の選択が可能になった。          ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 15  症例の提示（発表）ができるようになった。      ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
  
D. 臨床実習の総合的評価                               （悪い←----------------→良い） 

 16 臨床実習を総合的に評価してください。         ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
 
 17 その他、意見があれば自由に記載してください。 
 
 ※教員の評価、ベストティーチャー賞にも反映することから、必ず入力してください。  
※このアンケートは授業の改善、大学評価の資料とする場合があります。  

 

  試験評価アンケート                                  

 
 

  教科            

 
設問１～2については当てはまるところにレをしてください。 

 
                                          （まったく思わない← ---------------→とても思う） 
 １ 試験の内容は講義内容（教育要項）に即していた。   ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□  
２ 試験時間は適正であった。                            ①□ ②□ ③□ ④□ ⑤□ 
               

 ３  その他、意見があれば自由に記載してください。 
 
 ※教員の評価、ベストティーチャー賞にも反映することから、必ず提出してください。  
※このアンケートは授業の改善、大学評価の資料とする場合があります。  

 



資料34







資料35


